
　
越
生
町
に
お
け
る
神
社
の
変
遷

に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
『
新し
ん
ぺ
ん
む
さ
し
ふ
ど
き
こ
う

編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ

れ
ば
、
江
戸
時
代
後
期
、
越
生
郷

の
村
々
に
は
鎮ち
ん
じ
ゅ守
（
建
造
物
や
地

域
を
守
護
す
る
た
め
の
神
）
や

産う
ぶ
す
な土
神が
み

（
生
ま
れ
た
土
地
の
守
り

神
）
が
祀ま
つ

ら
れ
た
神
社
や
、
百
姓

個
人
で
管
理
す
る
神
社
、
寺
院
持

ち
で
僧
侶
や
修
験
者
が
社
務
を
行

う
神
社
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　
や
が
て
新
政
府
に
よ
る
神
道
国

教
化
政
策
が
開
始
さ
れ
、
明め
い
じ治
元

年
（
１
８
６
８
）
の
神
仏
分
離
以

降
、
神
社
の
在
り
方
が
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
『
神
社
明
細
帳
』
が

作
ら
れ
、
神
社
の
実
態
調
査
が
繰

り
返
し
行
わ
れ
、
調
査
に
基
づ

い
て
当
町
の
神
社
も
村そ
ん
し
ゃ社
、
無む

格か
く
し
ゃ社
と
い
っ
た
等
級
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
明
治
39
年

（
１
９
０
６
）
に
は
神
社
合ご
う
し祀
令

が
発
せ
ら
れ
、
越
生
町
、
梅
園
村

と
も
「
一
町
村
一
神
社
」
の
原
則

の
も
と
、
小
社
や
小
祠
の
整
理
統

合
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
地
域
に
よ
っ
て
は
隣
村
の
神
社

に
合
祀
さ
れ
て
神
社
を
持
た
な
く

な
っ
た
地
区
（
大
字
如ね

お
い意
の
３
社

は
上う
え
の野
の
大お
お
み
や宮
神
社
に
、
黒く
ろ
い
わ岩
の

八や

坂さ
か

社
は
越
生
の
越
生
神
社
に
、

堂ど
う

山や
ま

の
近ち
か
ど戸
社
は
梅う
め
そ
の園
神
社
に
合

祀
）
も
あ
れ
ば
、
大お
お
や谷
の
よ
う
に

春か
す
が日
神
社
合
祀
後
も
信
仰
さ
れ
つ

づ
け
て
小
社
が
現
存
し
て
い
る
例

や
、
氏
子
の
反
対
を
受
け
て
合
祀

が
実
現
し
な
か
っ
た
神
社
（
上
野

一
区
の
東
ひ
が
し
や
ま山
神
社
）
も
あ
り
ま
し

た
。
当
町
で
は
結
果
と
し
て
旧
村

社
の
ほ
と
ん
ど
が
残
り
、
今
に
至

っ
て
い
ま
す
。

越生における神社の変遷（註 1：ゴシック体は村鎮守や村社を表す、註２：括弧内の社は境内社を表す）

大宮神社の社名標石には、「邨（※村）社 大宮神社」と社格が刻まれたままになっている（社格は戦後に廃止された）

越生浪漫
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越生のムラの守り神

村名
文政 13 年（1830）

『新編武蔵風土記稿』
明治 15 年（1882）
『武蔵国郡村誌』

明治５年（1872）〜
『神社明細帳』

昭和 62 年（1987）
『越生町の神社』

上野村
聖天社（稲荷社・青木明神社・神明社・荒
神社）、児玉稲荷社、諏訪社（天満宮・熊野・
金比羅・弁天）

大宮社［旧聖天社］、諏訪
社、青木社

大宮神社（雷電社・五瀬社・稲荷
社）、諏訪神社（琴平社・天満宮社・
熊野社・稲荷社）、青木社

大宮神社（雷電社・五瀬社・稲荷
社・青木社）、東山神社（天満宮・
熊野社・稲荷社・甲子大黒天）

今市村
（越生村）

天王社、神明社、愛宕社、摩利支天社、稲
荷社、八幡社、天神社、山王社

八幡社、稲荷４社、琴平社、
八坂社

越生神社
※旧琴平社に近隣の複数社を合祀

越生神社（日吉社、稲荷社）・奥
宮

如意村 熊野社、熊野白山三島社 白坂社［旧白山社］、熊野
社、愛宕社

和田村
（西和田）

春日社（太神宮・八幡社・八百万神社・稲
荷社・天神社）、熊野社、御嶽社 春日社 春日神社（天満宮・琴平神社・稲

荷神社）、八坂社 春日神社（大黒天、八坂社）

黒岩村 八坂社

津久根村 八幡社（稲荷社・天王社）、石神社、山神社、
八幡社 八幡社、山神社、琴平社 八幡神社（稲荷神社・山神神社・

八坂神社・蚕影神社）、岩屋神社
八幡神社（祇園社・天照大神社・
稲荷社・蚕影社・山神社）

小杉村 天神社（神明社・山王社・愛宕社・弁財天社・
稲荷社）、稲荷２社、熊野社、愛宕社、荒神社 天神社、三島社 梅園神社（日枝神社・厳島神社）

三島社（稲荷神社）
梅園神社（八坂社・四天王社・稲
荷社・琴平社）

大満村 降三世明王社 八幡社（琴平社・八坂社）八幡神社（八坂神社） 八幡神社（八坂社・琴平社）

黒山村 熊野社、天王社、金毘羅社、愛宕社、山祇
明神社

熊野社、八雲社、榛名社、
神明社、愛宕社

熊野神社
※村内の複数社を合祀 熊野神社（御嶽講祠）

龍ヶ谷村 熊野社 熊野社 熊野神社 熊野神社（末社 20社、天王社、
愛宕社）

上谷村 八幡社、八幡社、山神社、三島社、稲荷社 八幡社、山神社、三島社 八幡山神社［旧八幡社］ 八幡山神社（八坂社）

堂山村 近戸権現社、荒神社、諏訪社、神明社 近戸社

鹿下村 根本社、日枝社 越生神社［旧根本社］ 越生神社（三峰講祠）

成瀬村 諏訪社、熊野社、神明社 諏訪社、浅間社 諏訪神社［旧浅間社］ 諏訪神社（神明社・稲荷社・熊野社）

大谷村 住吉社、聖天社、稲荷社、天神社、浅間社 八幡社、天神社、稲荷社、
浅間社２社、住吉社

浅間社、八幡社、神明社、住吉社、
天神社、稲荷社（琴平神社）

古池村 鹿島明神社、稲荷社 鹿島社 鹿島神社 鹿嶋神社（壱岐天手長男神社）

麦原村 住吉社、神明社、山神社 住吉社 住吉神社（八坂神社・稲荷大神） 住吉神社（八坂神社・稲荷神社・山の神社）
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Pick up

おごせ教育　10月14日(金)に越生町役場の
方による出前講座、おごせまなび
亭「町の防災学習」が行われまし
た。防災  倉庫の中身を見たり、防
災の仕事について学んだりしまし
た。
　日頃、自分たちがしておくことは
何かを考え、防災の意識を高める
よい機会になりました。

　10月29日（土）に、合唱コン
クールを行いました。今年のス
ローガンは「歌楽風流（からふる）
～個性爆発クラスの色で染めあげ
ろ」です。コロナ禍で制限のある
中でも工夫して練習を積み重ね、
体育館に個性あふれる歌声を響か
せ、クラスの色に染めあげてくれ
ました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等に
参加する子供たちを写真で紹介する
コーナーです。

越 生 中 学 校

　１０月１５日（土）に梅小まつりを行
いました。梅小まつりとは、縦割り班
のグループに分かれ、グループごとに
ゲーム等を企画して、お互いに楽しむ
イベントです。児童が受付、遊びの説
明等の係の役割を果たし、主体的に活
動することができました。保護者も児
童も楽しいおまつりになりました。

梅 園 小 学 校

ズームイン教育300

越生町教育委員会

「パソコンを活用した
　　　　　  学校教育」

　
越
生
町
で
は
令
和
二
年
度
に
一
人
一

台
の
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
・
整
備
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
児
童
生
徒
の
学

習
活
動
に
大
き
な
変
革
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
主
な
取
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

１
　
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
取
組
み

　
越
生
町
で
は
来
年
度
の
埼
玉
県
学
力

学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン

で
問
題
を
解
く
方
式
の
テ
ス
ト
の
実
施

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
町
の

学
力
向
上
推
進
委
員
会
を
中
心
に
各
校

で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
各
教
科
の
問

題
に
取
り
組
み
、
基
礎
学
力
と
操
作
技

術
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施

　
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
欠
席
し
た
場
合
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
宅
で
も
授
業
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
ま
で
で
あ
れ
ば
学
級
閉

鎖
と
な
っ
て
い
た
場
合
で
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
授
業
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
児
童
生
徒
の
学
び
を

止
め
る
こ
と
な
く
学
習
活
動
が
展
開
で

き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
期
休
業
中
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
課
題
提
出
な
ど
「
ど
こ
で
も
つ
な

が
る
」
と
い
う
パ
ソ
コ
ン
の
特
徴
を
充

分
に
生
か
し
た
学
習
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

３
　
海
外
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

　
越
生
町
の
小
中
学
校
で
海
外
の
学
校

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
刻
々
と
変
化
す
る
社
会
情
勢
の

中
、
異
文
化
理
解
を
図
る
こ
と
で
、
国

際
感
覚
を
も
っ
た
児
童
生
徒
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
以
上
に
加
え
、
越
生
町
で
は
令
和
二

年
度
よ
り
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
に
関
す
る

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
活
用
法
等
に
つ

い
て
教
職
員
が
研
究
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
変
化
の
激
し
い
時
代
を
生

き
ぬ
く
力
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

越 生 小 学 校

オンライン授業の様子
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